
令和８年度 梅林エルモ事業計画書 

 

１ 今年度の目標 

・前年度に引き続き、地域での認知度を高める。 

・地域課題のうち、一番深刻な地区会への加入率低下を解決するため、既存の事業に加え、新

事業を実施する。 

 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用する事業 

１ 事業名 ふれあいスポーツ大会 (８)事業中(１)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 4 月 19 日  

⑵ 実施場所  広島市立梅林小学校 屋外/屋外運動場 

⑶ 参加者数   300  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体   梅林学区社会福祉協議会、梅林学区体育協会、梅林エルモ   

４ 取組内容  

地域住民の老若男女だれもが参加できるグランドゴルフ、ペタンク、モルックなどの競技を

実施する。 

経験の無かった競技をしながら、地域コミュニティの再生と、世代を超えての交流を図る。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

    希薄になりつつある地域住民同士のつながりを強化する一助となるよう、親睦と顔合わ

せの機会としてふれあいスポーツ大会を開催する。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

    イベントへの参加を通じ、地域住民がお互いに顔見知りになり、挨拶ができるようにな

ることによって、住民同士の絆の醸成につなげるとともに、顔の見える学区になるものと

期待する。 

  



１ 事業名 学区グラウンドゴルフ大会 (８)事業中(２)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑵ 地域住民の健康の維持増進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 6 月 20 日、令和 8 年 11 月 14 日 

⑵ 実施場所  広島市立梅林小学校屋外運動場 

⑶ 参加者数   250  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体   梅林学区社会福祉協議会、梅林学区体育協会、梅林エルモ  

４ 取組内容  

年２回、グラウンドゴルフ大会を実施し、地域住民が気軽に参加できる交流の場を提供する。

特に高齢者の健康づくりや介護予防を促進するとともに、ふれあいを通じて親睦を深め、住民

同士のつながりや支え合いの意識の醸成を図る。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

    地域住民同士のつながりを強化する一助となるよう、引きこもりがちな高齢者にスポー

ツを通じての親睦の機会としてグラウンドゴルフ大会を開催する。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

この大会への参加を通じ、楽しみながら地域住民の健康増進意識の醸成を図るととも

に、住民同士の絆の醸成につながることを期待する。 

  



１ 事業名 古川せせらぎ清掃 (８)事業中(３)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑺ 地域の生活環境の整備又は美化に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 6 月初旬 ～ 令和 8 年 10 月初旬 

⑵ 実施場所  広島市安佐南区八木１丁目から緑井１丁目 

⑶ 参加者数   200  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体   梅林学区社会福祉協議会（自治会/町内会）、せせらぎ会、梅林エルモ  

４ 取組内容  

 地域の自然豊かな河川を清掃することで、環境美化の意識を高めるとともに、清掃活動をす

ることで地域間の連帯感を深めることに寄与する。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

生活圏内にある古川を保護することによって、自然豊かな環境づくりを継続する。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

      この事業への参加を通じ、地域住民が共通のふるさと創生意識の醸成を図るとともに、 

住民同士の絆につながることを期待する。 

  



１ 事業名 地域防災と追悼地域交流 (８)事業中(４)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑾ 地域の伝統的な行事又は文化の継承に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 8 月下旬 

⑵ 実施場所  広島市安佐南区緑井佐東公民館 

⑶ 参加者数   150  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体   梅林エルモ、梅林学区青少年健全育成連絡協議会  

４ 取組内容  

 8.20広島豪雨災害から 12年が経過した今、その被害の実情や教訓を「知る・学ぶ」機会を

設ける。災害を風化させないことを目的に、各世代が当時の体験や教訓を共有し、伝承する場

をつくることで、防災意識の向上と地域全体での備えの重要性を再認識する取組とする。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

被災後１２年経つが忘れてはならないことを今一度確認するとともに、災害に対する考

え方、行動を身近なこととして捉える。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

同じ地域に住む自分たちに何ができるのか、命を大切にする行動を常日頃から持ち合わ

せておき、前向きな行動力を期待する。 

  



１ 事業名 平和学習 (８)事業中(５)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑾ 地域の伝統的な行事又は文化の継承に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 10 月初旬 

⑵ 実施場所  広島市中区広島平和記念資料館 

⑶ 参加者数   50  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体   梅林エルモ、梅林学区青少年健全育成連絡協議会   

４ 取組内容  

広島に原爆が投下されたという事実を地域住民が改めて学ぶため、資料館を訪問し平和学習

を実施する。さらに、現地ガイド経験者を招き、言葉による語り継ぎを通して当時の状況や思

いを共有し、平和の尊さや継承の重要性を深く考える取組とする。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

戦後８０年が過ぎ、改めて学校以外の仲間で平和学習をすることで、未来を創る力を醸

成させたい。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

   地域で異年齢の子ども達がそれぞれ感じたこと、考えさせられたことを研修結果として

話し合うことを通して、郷土愛も含め、自分たちに何ができるのか、命を大切にする行動

あるいは、いじめ/差別を許さない心を育てることを期待する。 

  



１ 事業名 （仮称）古川せせらぎフェスティバル (８)事業中(６)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑾ 地域の伝統的な行事又は文化の継承に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 10 月中旬 

⑵ 実施場所  川内第一公園 

⑶ 参加者数   150  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体   梅林学区社会福祉協議会、せせらぎ会、梅林エルモ   

４ 取組内容  

地域の自然豊かな古川せせらぎ公園にて、地域交流となるイベントを実施し地域住民間の連

帯感を深めることに寄与する。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

    生活圏内にある歴史あるそして多自然型川（古川）と触れ合いながら、ひと時の地域間

交流を図ると共に連帯力を増進させる。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

    この事業への参加を通じ、地域住民が共通のふるさと創生意識の醸成を図ると共に、住

民同士の深い絆につながることを期待する。 

  



１ 事業名 古川せせらぎ探索 (８)事業中(７)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑺ 地域の生活環境の整備又は美化に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 11 月中旬 

⑵ 実施場所  古川 

⑶ 参加者数   300  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体  団体名 梅林学区社会福祉協議会、せせらぎ会、梅林エルモ  

４ 取組内容  

 古川の探索活動を実施し、広く参加者を募集する。活動を通じて、昆虫や魚、植物などの身

近な生き物に目を向ける機会を提供し、豊かな自然と共存することの大切さを学ぶとともに、

環境保全への意識を高め、持続可能な自然保護につなげる取組とする。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

    生活圏内にある歴史ある、そして多自然型川（古川）を保護・観察することによって、

自然豊かな環境づくりを継続する。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

この事業への参加を通じ、地域にある太田川の変遷を知りながら、地域住民が共通のふ

るさと創生意識の醸成を図ると共に、住民同士の絆に繋がることを期待する。 

  



１ 事業名 一人暮らし高齢者への配食サービス (８)事業中(８)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑵ 地域住民の健康の維持増進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8 年 12 月 28 日 

⑵ 実施場所  広島市安佐南区緑井１丁目～八木４丁目 

⑶ 参加者数   300  人（見込み） 

 ⑷ 主催団体   梅林学区社会福祉協議会、佐東北地区民生委員児童委員協議会、         

梅林エルモ  

４ 取組内容  

 地域在住の高齢者に向けた一人暮らしの方への配食サービス（年越しそば）を行う。 

地域内一人暮らし世帯数は今現在、200軒を超えて推移している。在宅高齢者見守り活動のひ

とつとして気温が下がり始める前に各戸訪問を目指す取り組みにする。 

５ 目的・効果  

⑴ 目的（どうして実施するのか。実施する背景は何か。） 

     対象宅への訪問により、在宅高齢者の状況確認ができる。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果が見込まれるか。） 

 この事業実施することにより、在宅高齢者の生活状況の確認ができ、高齢者が「一人で

はない」という意識を抱き、自己管理意識の向上と地域連帯力の向上を期待する。 

 


